
                

 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CASH RADAR ＰＢシステム 

クラウドコンピューティング 
 

株式会社エヌエムシイ 

 令和4年9月13日発行（毎週火曜日発行） 

電話 03-5354-5201  FAX 03-5354-5231 

第 ５７６号 

NMC    通信 

■「在宅スタッフ活用」導入を決められた会計事務所様の声をご紹介します！ 

入力業務などの一部を在宅スタッフに依頼することで、事務所業務を効率化する「在宅スタッフ活用」。 

人材採用の難しさなどを背景に、全国的に導入を検討する会計事務所様が増えています。 

実際に会計事務所様はどのようなきっかけで「在宅スタッフ活用」を導入されたのでしょうか。 

■入力業務をおこなうスタッフを確保したい 

職員の退職が重なり、一時的に入力業務が滞る事態に。 時間と手間をかけて募集

しても職員の応募が無いため、在宅スタッフを配置して入力を任せることで、業務

の滞りを解消したい。 

■お客様が入力した会計データの監査業務も任せたい 

人手不足で帳簿入力に加え監査業務も滞っている現状を鑑み、今後はお客様が入

力したあとの監査業務も在宅スタッフに任せたい。 

会計事務所 

（東北北海道地方） 

職員数20 名 

の場合 

■退職に影響されない業務基盤を作りたい 

職員が退職してしまうと、安定的な業務遂行ができなくなってしまうことがあ

る。 在宅スタッフを採用することで、職員の退職に影響されない安定した業務

基盤を作りたい。 

■顧客拡大にまい進したい 

担当を任せることができる余裕のある職員がいない。職員の業務負担を軽くし、

無理なく顧客拡大できる体制を整えたい。 

会計事務所 

（関西地方） 

職員数9 名 

の場合 

「在宅スタッフって、どんな人？」「原始資料の受け渡しはどうしているの？」など、ご不明な点はお気軽に

お問い合わせください。エヌエムシイ税理士法人や、全国の会計事務所様における導入、運用事例を踏まえ

てご説明いたします！ 不明点やご不安は一緒に解決していきましょう。 

エヌエムシイ AO           詳しくはコチラ ⇒ 

（「在宅スタッフ活用」おすすめ動画公開中！） 

 

「在宅スタッフ」活用を含む、エヌエムシイ税理士法人の

最新の取り組みをご紹介するセミナーを開催中！ 

皆様の事務所も、新しい取り組みを始めてみませんか？ 

 

エヌエムシイ 実践事例 


